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第 1 章．耐震改修促進計⏬ࡢ趣旨 

 

1. 計⏬策定ࡢ目的 

 ᖹᡂ 18 ᖺ 1 月ࠗࡢ建築物ࡢ耐震改修ࡢ促進࡟関すࡿ法ᚊ㸦以下ࠕ耐震改修促進法ࠖ࡜いうࠋ㸧࠘

ためࡿ身体及び財産を保護すࠊ生命ࡢ民⏫ࡽ࠿被害ࡢ࡝࡞建築物倒壊ࡿࡼ࡟地震ࠊ改正をཷけࡢ

し࡚ᖹᡂ࡜を目的࡜こࡿ促進す࡟計⏬的ࡘ࠿耐震診断や改修を総合的ࡢ既存建築物ࠊ࡟ 19 ᖺ 7

月ࠕ࡟水巻⏫耐震改修促進計⏬ࠖを策定したࠋ 

 そࡢᚋࡢ東日本大震災ࡢ発生やࠊᖹᡂ 31 ᖺ 1 月ࡢ耐震改修促進法ࡢ改正ࠊ࡝࡞建築物ࡢ耐震

化をྲྀࡾ巻く社会動向を踏まえࠊさ࡟ࡽ建築物ࡢ耐震化を促進すࡿため本計⏬を改定すࠋࡿ 

 

2. 耐震化をྲྀࡾ巻く社会動向 

 1㸧建築物ࡢ耐震ࡢ関すࡿ施策ࡢ変遷 

  建築基準法制定以降ࡢᡃࡀ国࠾࡟けࡿ主࡞地震࡜建築物ࡢ耐震࡟関すࡿ施策ࡢ変遷を時系

列࡛整理す࡜ࡿ以下ࠋࡿ࡞࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

 昭和 43 ᖺࡢ十勝沖地震及び昭和 53 ᖺࡢ宮城県沖地震ࡢ発生を契機࡜し࡚ࠊ昭和 56 ᖺ 6 月࡟

新耐震基準ࡀ施行ࠊ同様࡟ᖹᡂ 7 ᖺ࡟発生した阪神・淡路大震災を契機࡜し࡚ࠊ同ᖺ 12 月࡟耐

震改修促進法ࡀ施行さ࡚ࢀいࠋࡿ 

 またࠊ福岡県西方沖地震ࡢ࡝࡞大地震ࡢ頻発等を背景࡜し࡚ࠊᖹᡂ 18 ᖺ 1 月࡟耐震改修促進

法ࡀ改正さࠊࢀ計⏬的࡞耐震化ࡢ推進࡟向け࡚ࠊ国ࡣ基本方針をࠊ都道府県ࡣ耐震改修促進計⏬

を策定すࡿこࠊࡾ࡞࡜࡜国ࡢ基本方針࠾࡟い࡚ࠊࡣ地震ࡿࡼ࡟被害ࡢ軽減を目指すためࠊ࡟具体

的࡞耐震化ࡢ目標ࡀ定めࢀࡽたࠋ 

 さࠊ࡟ࡽᖹᡂ 23 ᖺ࡟発生した東日本大震災を契機࡜し࡚ᖹᡂ 25 ᖺ 11 月及びᖹᡂ 31 ᖺ 1 月࡟

耐震改修促進法ࡀ改正さࠊࢀ現在࡟至࡚ࡗいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主࡞地震 法制度ࡢ変遷 

S39 新潟地震 S25 建築基準法制定 

S43 十勝沖地震 

S53 宮城沖地震 

H7.1 阪神・淡路大震
H7.12 耐震改修促進法施行 

S56.6 㸦新耐震基準施行㸧 

H16.10 新潟県中越地震 Ｈ18.1.26 耐震改修促進法改正 

  㸦都道府県計⏬策定ࡢ義務付け㸧 

  㸦市⏫村計⏬策定ࡢ努力義務㸧 

H17.3.20 福岡県西方沖地震 

 
 

 

S46 RC 造の基準見直し・強化 

H19.3 福岡県耐震改修促進計⏬策定 

H19.7 水巻⏫耐震改修促進計⏬策定 H23.3.11 東日本大震災 

H25.11.25 改正耐震改修促進法の施行 

 

H26.11.22 長野県໭部地震 

H28.4.14・16 熊本地震 H31.1 ブロック塀等の耐震診断義務付け対象໬ 

㸦要安全確認計画記載建築物への追加㸧 
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2㸧耐震改修促進法改正ࡢ概要 

 南海トラフࡢ巨大地震ࡀ࡝࡞最大クラスࡢ規模࡛発生した場合ࡢ被害想定࡛ࠊ東日本大震災を

超えࡿ甚大࡞被害ࡀ想定さࠊࢀまたࠊそࡢ発生ࡢ切迫性ࡀ指摘さ࡚ࢀいࠊࡽ࠿࡝࡞࡜ࡇࡿ耐震化

改修促進法ࡀ改正さࠊࢀᖹ成 25 ᖺ 11 月ࡾࡼ施行さ࡚ࢀいࠋࡿ 

 改正ࡢ概要ࡣ下記࡟示さ࡛ࡾ࠾࡜ࡿࢀあࠕࠊࡾ建築物ࡢ耐震化ࡢ促進ࡢためࡢ規制強化 建築ࠕࠖ

物ࡢ耐震化ࡢ円滑࡞促進ࡢためࡢ措置ࠖࡀポイント࡜し࡚あࠋࡿࢀࡽࡆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震改修促進法ࡢ制定㸦ᖹ成 7 ᖺ 10 月㸧 

▼ 

新潟県中越地震や福岡県西方沖地震࡝࡞大地震の頻発 

 い状況࡞しく࠿࠾発生し࡚もࡀこ࡛地震࡝

東海地震、東南海・南海地震、首都直下地震等の発生の切迫性 

いつ地震ࡀ発生し࡚も࠿࠾しく࡞い状況 

中央防災会議ࠕ地震防災戦略ࠖ 

東海・東南海・南海地震の 

死者数を 10 ᖺ後࡟半減 

地震防災推進会議の提言 

住宅及び特定建築物の耐震化率の目標 

約 75％→9 割 

耐震改修促進法の改正㸦ᖹ成 18 ᖺ 1 月㸧 

 ࠔ支援措置の拡充ࠓ ࠔ対する指導等の強化࡟建築物ࠓ ࠔ耐震化の推進࡞計画的ࠓ

南海トラフの巨大地震や首都直下地震ࡀ最大規模࡛発生した場合、東日本大震災を超え

る甚大࡞人的・物的被害の発生ࡰ࡯ࡀ確実視 

※南海トラフ被害想定㸦H24.8 内閣府㸧 

部的被害約 94～240 万棟、死者約 3～32 万人 

▼ ▼ 

▼ ▼ 

▼ 

社会資本整備審議会㸦第一答申㸧～住宅・建築物の耐震化促進方策のあり方～ 

 ○支援策の充実   ○耐震診断の徹底 等 

▼ 

▼ 

耐震改修促進法の改正㸦ᖹ成 25 ᖺ 11 ᭶㸧 

 改正のポイント 

 ࠔ耐震化促進のための規制強化ࠓ

 ○耐震診断の義務化・診断結果の公表 

 ・要緊急安全確認大規模建築物㸦大規模特定建築物㸧 

 ・要安全確認計画記載建築物㸦通行障害建築物、防災拠点建築物㸧 

 ての建築物の耐震化促進࡭ࡍ○

・耐震診断、必要࡟応ࡌた耐震改修の努力義務 

 ࠔ促進のための措置࡞建築物耐震化の円滑ࠓ

○耐震改修計画の認定基準の緩和、容積率・建࡮い率の特例 

○区分所᭷建築物の耐震改修の必要性࠿࠿࡟る認定 

○耐震性࠿࠿࡟る表示制度の創設 

耐震改修促進法の改正㸦ᖹ成 31 ᖺ 1 ᭶㸧 

 改正のポイント 

 ࠔブロック塀等の耐震診断義務付け対象化ࠓ

 㸦要安全確認計画建築物࡬の追加㸧 

○通行障害建築物ࠕ࡟建物࡟付属ࡍる一定の高さ・長さを᭷ࡍるブロック塀等ࠖࡀ追加 

▼ 
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3. 計⏬ࡢ位置࡙け 

㸦1㸧位置࡙け࡜役割 

 ᮏ計⏬ࠊࡣ耐震改修促進法࡟定ࡓࢀࡽࡵ基ᮏ方針㸦建築物ࡢ耐震診断及び耐震改修ࡢ促進を図

方針࠙法第࡞基ᮏ的ࡢࡵࡓࡿ 4 条 耐震診断及び耐震改修ࡢ建築物ࠊ࡛ࡢࡶࡿࡍえ作成ࡲ㸧を踏ࠚ

啓発及びࡿࡍ関࡟向ୖࡢ安全性ࡿࡍ対࡟地震ࡢ建築物ࠊ目標や施策ࡢ耐震໬ࠊࡵࡓࡿ促進を図ࡢ

知識ࡢ普及ࡢ࡝࡞஦項を定ࠊࡵ水巻⏫内ࡢ耐震診断࣭改修ࡢ促進࡟関ࡿࡍ施策ࡢ方向性を示ࡍ計

 ࠋࡿ位置付け࡚ࡋ࡜⏬

 計⏬ࡢ推進࡟あࠕࠊࡣ࡚ࡗࡓ水巻⏫総ྜ計⏬ࠖやࠕ水巻⏫地域防災計⏬ࠖ࡟࡝࡞定࡚ࢀࡽࡵい

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿ整ྜを図ࡢ࡜防災関連施策ࡿ

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦2㸧計⏬ࡢ期間 

ᮏ計⏬ࡢ期間ࠊࡣ௧和 7 ᖺᗘࠊࡋ࡜࡛ࡲ社会経済情勢等ࡢ変໬を考慮ࠊࡋ必要࡟応࡚ࡌ見直ࡋ

を行うࠋ 

 

㸦3㸧計⏬ࡢ構成 

 

計⏬ࡢ構成 

 

 

 

 

 

 

計⏬ࡢ位置࡙け࡜役割 

地方自治法 

水巻⏫ 

総ྜ計⏬ 

災害対策基ᮏ法 

福岡県 

総ྜ計⏬ 

住生活基ᮏ法 

住生活基ᮏ計⏬ 

㸦全国計⏬㸧 

建築物ࡢ耐震改修ࡢ 

促進࡟関ࡿࡍ法律 

 

国ࡢ基ᮏ方針 

㸦建築物ࡢ耐震診断及び耐

震改修ࡢ促進を図ࡢࡵࡓࡿ

基ᮏ的࡞方針㸧 

 

防災基ᮏ計 
㸦中央防災会議㸧 

 
福岡県 

地域防災計⏬ 

水巻⏫ 

地域防災計⏬ 

福岡県耐震改修促進計⏬ 

 ࣭建築物ࡢ耐震໬ࡢ目標 

࣭耐震໬ࡢ促進施策 

࣭啓発,知識ࡢ普及࡟関ࡿࡍ施策 

࣭法࡟基࡙く指ᑟや命௧等 

福岡県 

住生活基ᮏ計⏬ 

水巻⏫耐震改修促進計⏬ 

 ࣭建築物ࡢ耐震໬ࡢ目標 

࣭耐震໬ࡢ促進施策 

࣭啓発,知識ࡢ普及࡟関ࡿࡍ施策 

建築物ࡢ耐震診断࣭耐震改修ࡢ促進 

 

 

水巻⏫耐震改修 

促進計⏬ 

1. 耐震改修促進計⏬ࡢ趣旨 

2. 水巻⏫࠾࡟けࡿ耐震໬ࡢ課題 

3. 耐震改修促進計⏬ 

国土強靭໬基ᮏ法 

国土強靭໬ 

基ᮏ計⏬ 

福岡県 

地域強靭໬計⏬ 
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第 2 章㸬水巻⏫࠾࡟けࡿ耐震໬ࡢ課題 

 

1. 水巻⏫ࡢ概要㸦位置࣭交通㸧 

 

 ᮏ⏫ࡣ福岡県ࡢ໭部࡟位置ࠊࡋ東ࡣ໭九ᕞᕷࠊ西ࡣ遠賀⏫ࠊ໭ࡣ芦屋⏫ࠊ༡ࡣ中間ᕷ࡟隣接

丘ࡓࡋ隣接࡜໭九ᕞᕷࡢ東部ࡣ地勢ࠋࡿ細長い⏫࡛あࡿあ࡟東岸ࡢ遠賀ᕝ沿いࡿࢀ流࡟༡໭ࠊࡋ

陵性山地࡜中央部ࡢ丘陵地を除けࡤ遠賀ᕝࡢ氾濫ࡿࡼ࡟沖積土ࡿ࡞ࡽ࠿ᖹ野部࡛ࠊ中央を༡໭࡟

曲ᕝࡀ流࡚ࢀいࠋࡿ 

主要交通網ࡣ JR 鹿児島ᮏ線࡜国㐨 3 号線ࡀᮏ⏫ࡢ中心部を東西࡟貫通ࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋ中間地

点࡟ JR 水巻駅ࡀあࡢ⏫ࠊࡓࡲࠋࡿ༡東部ࡣ࡟ JR 筑豊ᮏ線東水巻駅ࡀあࠋࡿ㐨路網ࡣ༡໭࡟県

㐨ࡢ芦屋࣭水巻࣭中間線࡜直方࣭水巻線ࡀ走ࡾ中間ᕷ࡜芦屋⏫࡟連絡࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-1 水巻町位置図 
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2. 想定さࡿࢀ地震規模࡜被害ࡢ想定 

                     

㸦1㸧水巻⏫࠾࡟けࡿ既往地震 

 水巻⏫࠾࡟い࡚1926ࠊ ᖺ～1995 ᖺࡢ 70 ᖺ間ࡣ᭷感地震ࡀ観測さ1996ࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀ ᖺ～2004

ᖺࡣ震ᗘ 2 ࡀ 5 回ࠊ震ᗘ 3 ࡀ 1 回観測さ࡚ࢀいࡾࡼࢀࡑࠋࡿ大ࡁい揺ࡣࢀ観測さ࡚ࢀい࡞いࡑࠋ

ࡓࡗあࡢ福岡県西方沖地震ࠊ࡚ࡋ対࡟ࢀ 2005 ᖺ～2006 ᖺ26ࠊࡣ 回ࡢ᭷感地震ࡀ観測さ࡚ࢀい

震ᗘࠊࡣい࡚࠾࡟⏫水巻ࠋࡿ 5 弱ࡢ揺ࢀを観測ࠊࡀࡓࡋ人的被害࡞ࡣくࠊ漏水 9 箇所ࠊ赤水 1 箇

所ࠊᑠ学校 1 箇所ࡢ窓ガラス破損被害ࡀ報告さ࡚ࢀいࠋࡿ 

㸦2㸧水巻⏫࠾࡟けࡿ想定地震 

 福岡県防災アセス࣓ンࢺ調査࠾࡟い࡚ࠊ水巻⏫ࡢ被害ࡀ大ࡁい࡜想定さ࣮ࢣࡿࢀスࡣ௨ୗࡢ 2

 ࠋࡿス࡛あ࣮ࢣ

 

   表 2-2-1 水巻⏫࡛大࡞ࡁ被害ࡀ想定さࡿࢀ地震  㸦福岡県防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福岡県防災アセス࣓ンࢺ調査࡛ୖࡣ表ࡼࡢうࠊ࡟M6.5 を想定࡚ࡋい2005.3.20ࠊࡀࡿ 福岡県西

方沖地震࡛ࡣ M7.0 福智山断層を震源ࡓࡵ頓田断層を含ࠊࡣ࡛⏬ᮏ計࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿい࡚ࡋ㐩࡟

ࡢ既往最大規模ࠊࡋ࡜ M7.0 を地震規模࡚ࡋ࡜被害想定を行うこࠋࡿࡍ࡜࡜ 

被害想定ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ中央防災会議ࠕ地震被害想定支援マニュアル 㸦ࠖᖹ成 13 ᖺ㸦2001 ᖺ㸧10

᭶ 10 日更新㸧ࡾࡼ࡟実施ࠋࡿࡍ 

 

 

 

 

 福岡県防災アセス࣓ンࢺ調査 

㸫スࢣ 㸫スࢣ 1 2 

想定断層 福智山断層系 基盤一定㸦参考ࢣ㸫ス㸧 

想定震源 
断層໭西部 10km 区間 

深さ 5～10km 

各࣓ッシュࡢ基盤 

深さ 10km 

地震ࡢ規模 M6.5 M6.5 

地震分類 基盤岩類ࠊ表層地質ࠊ層厚ࠊN 値ࢹࣔࡾࡼ࡟࡝࡞ル໬ 

࣓ッシュ 500ｍ࣓ッシュ 

解析方法 基盤時振動ࠊ表層増幅特性ࠊ地表時振動ࡾࡼ࡟算出 

被害想定 福岡県ࡢ方法ࡾࡼ࡟実施 

備考 
震源ࡢ位置ࡀ水巻⏫࡟近い໭

西部࡟想定さ࡚ࢀいࠋࡿ 

ᕷ⏫村内࡛ࡢ地震動ࡢ分ᕸ状況

を把握ࡿࡍこ࡜を目的ࠋࡿࡍ࡜ 



 

 

6

 

  表 2-2-2 ᮏ計⏬࠾࡟けࡿ想定地震 

諸元 設定値 

想定断層 福智山断層 

活断層ࡢ長さ㸦km㸧 28㸦頓田断層࡜連続࡜ࡿࡍ仮定㸧 

マࢢニチュ㸫ࢻ 㹋 7㸦3/20 同規模＝既往最大㸧 

震源断層ࡢ位置 断層໭部 

震源断層ࡢ長さ 㹊㸦km㸧 25 

震源断層ࡢ幅 Ｗ㸦km㸧 10 

震源断層ࡢ深さ d 㸦km㸧 

ୖ端 5 

ୗ端 15 

໭端ࡢᗙ標 

130ま44͛24͜ 

33ま55͛23͜ 

༡端ࡢᗙ標 

130ま48͛59͜ 

33ま40͛43͜ 

 

 

 

 表 2-2-3 福岡県防災アセス࣓ン࡜ࢺᮏ計⏬ࡢ࡜被害想定手法ࡢ相㐪点 

相㐪点 福岡県防災アセス࣓ンࢺ調査 ᮏ計⏬ 

地盤分類 
基盤岩類ࠊ表層地質ࠊ層厚ࠊN

値ࢹࣔࡾࡼ࡟࡝࡞ル໬ 
主࡟地形分類図ࡾࡼ࡟実施 

࣓ッシュ 500ｍ࣓ッシュ 100ｍ࣓ッシュ 

解析方法࣭被害想定 福岡県ࡢ方法ࡾࡼ࡟実施 中央防災審議会ࡢ手法ࡾࡼ࡟実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 
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㸦3㸧地震被害想定結果 

  ձ 地区分け 

௨ୗ࡟示ࡓࡋ水巻⏫行政区㸦」「区分㸧を༢位࡚ࡋ࡜被害想定を行ࠋࡓࡗ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区コード 地区名㸦小学校区名㸧 行政区 

1 猪熊 猪熊 

  高松 

  樋ཱྀ 

 台ࡢ࠿࠾  

  猪熊⏫住 

2 えぶࡾ えぶࡾ 

  ྂ賀 

  新生街 

  ྂ賀団地 

  梅ノ木団地東 

  梅ノ木団地西 

  緑ヶ丘 

3 頃ᮎ 頃ᮎ໭ 

  頃ᮎ༡ 

  高尾 

  中央区 

  鯉ཱྀ団地 

  鯉ཱྀ分譲 

  美ྜྷ野 

4 伊左ᗙ 立屋敷 

 ほࡎࡳ  

  伊左ᗙ 

  ஧⏫住 

  ஧ 

  サニ࣮ニュ࣮タウン 

  ୗ஧ 

 野ࡳࡒࡢ  

5 ྜྷ田 ྜྷ田一 

  ྜྷ田஧ 

  ྜྷ田୕ 

  
ྜྷ田団地 

宮尾台 

 

表 2-2-4 地震被害想定の地区分け 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 
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図 2-2-1 地震被害想定ࡢ地区分け 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 
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 ղ 地形分類ࡢ設定 

震源ࡽ࠿同ࡌ距離࡛ࠊࡶ地形࡚ࡗࡼ࡟地震ࡢ揺ࡢࢀ大ࡁさࡀ異ࠊࡵࡓࡿ࡞地形を調べࡿこ

 ࠋࡓࡋ再分類࡟うࡼࡢୗ記࡟被害想定用ࠊ地形分類図を用いࠊࡣここ࡛ࠋࡿ࡞࡟必要ࡀ࡜

 

 

水巻町の地形分類㸦5章参照㸧 

被害想定における分類 

地形分類 記号 定義 

山地斜面 Vr 
極急斜面ࠊ緩傾斜面ࡀあࢀࡒࢀࡑࠊࡾ谷型ࠊ尾根型ࠊ直
線型࡟分けࡿࢀࡽ 

1.山地 

台
地

・
段
丘 

ୖ位面 Th 
台地・段丘面ࡢうち比較的高位࡟あࡾ形成時期が古いも
㸦標高ࡢ 40m 前後㸧 

2.台地 ୗ位面 Tl 
台地・段丘面でୗ位࡟あࡾ形成時期が比較的新ࡋいもࡢ
㸦標高 10m 前後㸧 

急斜面・崖 Ts 
台地・段丘面ࡢ周縁࡟発達ࡿࡍ急斜面、崖で、斜面傾斜
ࡡ概ࡣ 30°以ୖ 

山麓堆積地形 Pd 
麓屑面、崖錐、土石流堆積物࡝࡞斜面ࡢୗ方࡟生ࡌた堆
積地形面 

3.扇状地 

低
地
の
微
高
地 

扇状地 Fa 山麓部࡟あっ࡚主࡜し࡚砂礫かࡿ࡞ࡽ扇状の堆積地形 

自然堤防 
砂ᕞ・砂堆 

Nl 河ᕝ、海岸、湖岸付近の礫・砂・シルトࡿ࡞ࡾࡼ微高地 4.自然堤防 

砂丘 Sd 
風ࡼ࡟っ࡚運ばࢀた砂かࡿ࡞ࡽ小高い丘 
࡛、海岸沿い࡟分布すࡿ 

5.砂ᕞ 

低
地
の
一
般
面 

谷底ᖹ野 
氾濫ᖹ野 

Al 
山地ࠊ丘陵地ࠊ台地ࠊ段丘を刻む河ᕝの沖積作用࡛形成
さࢀた広く開けたᖹ坦地 

6.谷底ᖹ野 

後背‵地 Bs 
河ᕝの沖積作用が比較的及ば࡞い沼沢起源の低‵地ࠋ砂
丘堤の背後付近࡟分布 

7.三角ᕞ 

旧河道 Or 過去の河ᕝ流路の跡ࠋ一般面よࡾやや低い帯状の凹地 

頻水地形 Wl 
‵地ࠊᖸ潮ᖹ野ࠊ浜࡝࡞河ᕝの増水時や潮のᖸ‶࡛࡝࡞
水面下ࡿ࡞࡜土地 

5.砂ᕞ・旧河道 

人
工
地
形 

盛土地 Bk 
一般面上に概ࡡ比高 3m 以上ࡢ盛土࡛造成された土地。
盛土斜面を含ࡴ 

8.埋立地 

埋立地 Um 海岸を一般面ࡰ࡯࡜同じ高さま࡛埋ࡵ立࡚た土地 

切土地 （s 
概ࡡ深さ 3m 以上ࡢ切土࡛造成された土地㸦平坦化地㸧。
切土斜面を含ࡴ 

2.台地 

水
域 

溜池 Pw 
谷沿い࡟࡝࡞構築さࢀた貯水施設。盛土㸦堤体㸧ࡾࡼ࡟
締ࡵ切࡚ࢀࡽいࡿ 

6.谷底平野 

河川 Rw 
地形図や空中写真࡛確認さࡿࢀ河川堤防内の河川敷。比
較的大きࡶ࡞ののみ図示 

異
常
地
形 

พ地 Ho 
ప地ࡢ一般面࡛周辺ࡢ地盤や河床ࡾࡼ相対的࡟పい土
地 

㸫 

崩壊地 （o 地形ᅗࠊ空中写真ุ࡛読さࡢࡶࡿࢀ 㸫 

崖࣭露岩地 （l 地形ᅗࠊ空中写真ุ࡛読さࡢࡶࡿࢀ 㸫 

 

 

 

 

 

表 2-2-5 水巻町の地形区分䠄地形区分図凡例䠅と被害想定における分類 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 
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ᅗ 2-2-2 地区区ศ࡜地形ศ類区ศᅗ 

 

32ࠊ࡟ࡂࡘ 地区を地形ศ類毎࡟細ศ割ࡋたࡲࠋたࠊ山地や砂州ࠊ谷底ᖹ㔝࡝࡞細ศ࡚ࡋ

一ྠ࡟㝿ࡿࡵ距㞳や標高を求ࡢࡽ࠿い࡚震源࠾࡟想定ࡢ地震動ࠊࡾあࡀࡢࡶいࡁ大ࡢ面積ࡶ

範ᅖෆ࡛差ࡀ大ࡿ࡞ࡃࡁたࠊࡵさ࡟ࡽ 100ｍ࣓ッࢩュࡢ格子࡛細ศࡋたࠋこࡢ細ศ化ࠊࡾࡼ࡟

全体࡛約 2,500 単元ࡗ࡞࡜たࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 
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ճ 震源ࡢ設定 

震源ࠊࡣ前章࡛設定ࡋたࠊࡾ࠾࡜福智山断層㸦線震源㸧を想定断層ࠊࡋ࡜震源ࡢ深さ㸦ୖ

端㸧を福岡県防災アセス࣓ンࢺ調査ྠ࡜様5࡟km࡟設定ࡋたࠋ震源断層ࡢ఩置を௨ୗ࡟示ࡋ

たࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 2-2-3 地震断層㸦福智山断層 ２=】.0㸧 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 
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 մ 被害想定結果 

ᅗ 2-2-4 ࡟想定地震ࡢ震度ศ布ᅗࠊ ᅗ 2-2-5࡟想定地震ࡢ液状化危険性を示ࠊࡋ௨ୗࡢ

㡯目ࡘ࡟い࡚ࠊ被害想定を行ࡗたࠋそࡢ結果を 表 2-2-】ࠊᅗ2-2-【࡟示ࡋたࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害項目 集 計 

地震ࡢ揺ࡢࢀ大ࡁさ 
地表最大㏿度 ᖹ均 85.4kine 

地表最大加㏿度 ᖹ均 1,233.1gal 

 最大震度 最大  ７ 

液状化被害 液状化危険度 最高  Ａ 

建物被害 

全損棟数 3,385 棟 

全壊棟数 955 棟 

全損率 ᖹ均 20% 

全壊率 ᖹ均 5% 

火災被害 

ฟ火点数 1 件 

延焼規模 1,293 ㎡ 

消火ྍ能性ࡢ評価 ྍ 

消失棟数 14 棟 

人的被害 

木造建物死者数 33 ྡ 

非木造建物死者数 0 ྡ 

火災死者数 0 ྡ 

㈇傷者数 3,423 ྡ 

㔜傷者数 34 ྡ 

㔜篤者数  3 ྡ 

避㞴者数 2,797 ྡ 

復興対策被害 
建物被害㢠 106,326 百万෇ 

建物ࡁࢀࡀ㔞 368 千ࢺン 

交通被害 道路被害箇所数 2.03 km 

 
橋梁被害箇所数 2 箇所 

鉄道被害延長 2.56 km 

ୖ水道被害 
ୖ水道被害箇所数 664 箇所 

供給支㞀人ཱྀ 29,258 ྡ 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 
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ᅗ 2-2-4 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 
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ᅗ 2-2-5 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 
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䠄㼗㼙䠅
䠄㼗㼙䠅
㻙
㻙
㼏㼛㼐㼑 㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢 㻣 㻤 㻥 㻝㻜 㻝㻝 㻝㻞 㻝㻟 㻝㻠 㻝㻡 㻝㻢 㻝㻣 㻝㻤 㻝㻥 㻞㻜 㻞㻝 㻞㻞 㻞㻟 㻞㻠 㻞㻡 㻞㻢 㻞㻣 㻞㻤 㻞㻥 㻟㻜 㻟㻝 㻟㻞

行政区 猪熊 高松 樋ཱྀ
䛚䛛䛾
ྎ

猪熊町
住

えぶ䜚 ྂ賀 新生街
ྂ賀団
地

梅ノ木
団地東

梅ノ木
団地西

緑ヶ丘 頃ᮎ໭ 頃ᮎ南 高尾 中央区
鯉ཱྀ団
地

鯉ཱྀ分
譲

美ྜྷ㔝 立屋敷 䜏䛪ほ 伊左ᗙ 二町住 二
サニ㻙
ニュー
タウン

ୗ二
䛾䛮䜏
㔝

ྜྷ田一 ྜྷ田二 ྜྷ田୕
ྜྷ田団
地

宮尾ྎ

䠄㼗i㼚㼑䠅 㻥㻜 㻤㻜 㻤㻣 㻤㻝 㻤㻢 㻣㻥 㻤㻞 㻤㻡 㻥㻞 㻤㻣 㻥㻝 㻣㻢 㻣㻥 㻤㻣 㻣㻟 㻤㻝 㻥㻜 㻤㻣 㻣㻥 㻤㻡 㻤㻣 㻤㻥 㻥㻝 㻥㻝 㻤㻥 㻤㻣 㻤㻤 㻤㻥 㻤㻡 㻤㻢 㻥㻢 㻣㻤 㻙
䠄ga㼘䠅 㻝㻘㻟㻝㻡 㻝㻘㻝㻟㻥 㻝㻘㻞㻡㻥 㻝㻘㻝㻡㻣 㻝㻘㻞㻠㻥 㻝㻘㻝㻟㻜 㻝㻘㻝㻤㻝 㻝㻘㻞㻞㻠 㻝㻘㻟㻠㻞 㻝㻘㻞㻢㻠 㻝㻘㻟㻝㻣 㻝㻘㻜㻤㻝 㻝㻘㻝㻟㻡 㻝㻘㻞㻢㻢 㻝㻘㻜㻟㻞 㻝㻘㻝㻢㻠 㻝㻘㻞㻥㻥 㻝㻘㻞㻡㻠 㻝㻘㻝㻞㻣 㻝㻘㻞㻟㻟 㻝㻘㻞㻢㻢 㻝㻘㻞㻥㻟 㻝㻘㻟㻝㻤 㻝㻘㻟㻝㻤 㻝㻘㻞㻤㻠 㻝㻘㻞㻢㻝 㻝㻘㻞㻣㻝 㻝㻘㻞㻤㻥 㻝㻘㻞㻞㻣 㻝㻘㻞㻠㻤 㻝㻘㻠㻜㻤 㻝㻘㻝㻜㻤 㻙
㻙 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻢強 㻣 㻢強 㻢強 㻢強 㻣 㻣 㻢強 㻢強 㻣 㻙
㻭～㻱 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻱 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻭 㻱 㻱 㻱 㻱 㻭 㻱 㻱 㻱 㻭 㻭 㻭 㻱 㻭 㻙

䐟木造䠄昭和㻠㻢ᖺ以前䠅 䠄棟䠅 㻟㻢㻠 㻜 㻝㻠㻣 㻜 㻤㻞 㻤㻣 㻝㻝㻤 㻝㻟 㻜 㻢 㻜 㻜 㻞㻥㻞 㻞㻠㻟 㻜 㻝 㻜 㻜 㻠㻠 㻠㻞 㻞㻢㻥 㻣㻥 㻜 㻝㻝㻤 㻜 㻝㻤㻤 㻜 㻝㻝㻥 㻞㻡㻥 㻞㻣㻡 㻟 㻜 㻞㻘㻣㻠㻥
䐠木造䠄昭和㻠㻣～㻡㻢ᖺ以前䠅 䠄棟䠅 㻡㻟㻟 㻜 㻝㻜㻣 㻝㻥 㻜 㻡㻡 㻣㻤 㻡㻠 㻜 㻝 㻝㻤 㻜 㻝㻢㻢 㻞㻤㻡 㻝㻜㻡 㻞 㻜 㻞㻥 㻞㻜㻞 㻡㻣 㻟㻟㻝 㻤㻠 㻜 㻞㻠㻢 㻝㻥 㻞㻝㻝 㻜 㻝㻠㻞 㻝㻤㻜 㻞㻢㻡 㻝㻟㻠 㻜 㻟㻘㻟㻞㻟
䐡木造䠄昭和㻡㻣ᖺ以降䠅 䠄棟䠅 㻢㻝㻟 㻜 㻝㻜㻜 㻝㻜 㻜 㻟㻤 㻝㻢㻠 㻞㻟 㻜 㻝 㻡㻣 㻟㻜㻡 㻝㻥㻤 㻞㻜㻡 㻥㻟 㻝㻣㻢 㻜 㻟㻠 㻝㻢㻝 㻝㻡㻣 㻝㻠㻠 㻝㻣㻜 㻜 㻢㻤㻟 㻠㻜 㻝㻟㻡 㻞㻣 㻝㻜㻞 㻞㻢㻞 㻞㻡㻞 㻞㻢 㻤 㻠㻘㻝㻤㻠
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木造建物䛛䜙䛾出火件数䠄計算値䠅 䠄件䠅 㻜㻚㻠㻠 㻜 㻜㻚㻝 㻜㻚㻜㻝 㻜㻚㻜㻟 㻜㻚㻜㻠 㻜㻚㻜㻥 㻜㻚㻜㻞 㻜 㻜 㻜㻚㻜㻝 㻜㻚㻜㻞 㻜㻚㻝㻡 㻜㻚㻞 㻜㻚㻜㻟 㻜㻚㻜㻞 㻜 㻜㻚㻜㻝 㻜㻚㻜㻣 㻜㻚㻜㻡 㻜㻚㻞㻞 㻜㻚㻜㻣 㻜 㻜㻚㻞㻟 㻜㻚㻜㻝 㻜㻚㻝㻡 㻜 㻜㻚㻝 㻜㻚㻝㻥 㻜㻚㻞㻞 㻜㻚㻜㻡 㻜 㻞㻚㻡㻟
非木造建物䛛䜙䛾出火件数䠄計算値䠅 䠄件䠅 㻜㻚㻜㻣 㻜 㻜㻚㻜㻝 㻜㻚㻜㻝 㻜 㻜 㻜㻚㻜㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻜㻞 㻜㻚㻜㻞 㻜㻚㻜㻝 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻜㻝 㻜㻚㻜㻝 㻜㻚㻜㻞 㻜㻚㻜㻝 㻜 㻜㻚㻜㻞 㻜 㻜㻚㻜㻞 㻜 㻜㻚㻜㻞 㻜㻚㻜㻞 㻜㻚㻜㻞 㻜㻚㻜㻞 㻜 㻜㻚㻟㻞
出火件数ྜ計䠄四捨五入䠅 䠄件䠅 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝
耐火造率 䠄％䠅 㻠㻜 㻝㻜㻜 㻞㻜 㻤㻜 㻞㻜 㻞㻜 㻞㻜 㻞㻜 㻝㻜㻜 㻤㻜 㻢㻜 㻞㻜 㻠㻜 㻞㻜 㻢㻜 㻞㻜 㻝㻜㻜 㻠㻜 㻠㻜 㻠㻜 㻞㻜 㻠㻜 㻝㻜㻜 㻞㻜 㻢㻜 㻞㻜 㻤㻜 㻠㻜 㻞㻜 㻞㻜 㻢㻜 㻝㻜㻜 㻠㻤
火災周長 䠄㼙䠅 㻟㻞㻚㻝㻟 㻜 㻥㻚㻟㻡 㻜㻚㻤㻠 㻞㻚㻡㻡 㻟㻚㻠 㻤㻚㻡 㻝㻚㻣 㻜 㻜 㻜㻚㻠㻞 㻝㻚㻣 㻝㻜㻚㻣㻝 㻝㻤㻚㻣 㻝㻚㻢㻤 㻝㻚㻣 㻜 㻜㻚㻢㻟 㻡㻚㻜㻠 㻟㻚㻣㻤 㻞㻜㻚㻠 㻡㻚㻜㻠 㻜 㻞㻝㻚㻞㻡 㻜㻚㻠㻞 㻝㻠㻚㻠㻡 㻜 㻣㻚㻡㻢 㻝㻣㻚㻤㻡 㻞㻜㻚㻠 㻞㻚㻥㻠 㻜 㻞㻝㻟㻚㻝㻠
延焼面積 䠄㼙㻞䠅 㻝㻢㻝 㻜 㻢㻞 㻟 㻝㻣 㻞㻟 㻡㻣 㻝㻝 㻜 㻜 㻝 㻝㻝 㻡㻠 㻝㻞㻡 㻢 㻝㻝 㻜 㻟 㻞㻡 㻝㻥 㻝㻟㻢 㻞㻡 㻜 㻝㻠㻞 㻝 㻥㻣 㻜 㻟㻤 㻝㻝㻥 㻝㻟㻢 㻝㻜 㻜 㻝㻞㻥㻟

㻙 ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ ྍ 㻙
木造建物 䠄棟䠅 㻞 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻞 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻞 㻜 㻜 㻝㻠
非木造建物 䠄棟䠅 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
計 䠄棟䠅 㻞 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻞 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻞 㻜 㻜 㻝㻠
人ཱྀ䠄ᖹ成㻝㻥ᖺ㻝月現在䠅 䠄人䠅 㻟㻘㻞㻣㻤 㻝㻘㻠㻟㻟 㻡㻟㻞 㻝㻘㻥㻟㻣 㻤㻣 㻞㻤㻜 㻤㻠㻡 㻝㻡㻜 㻟㻟㻠 㻝㻘㻣㻢㻤 㻣㻠㻟 㻝㻘㻝㻝㻟 㻝㻘㻟㻤㻢 㻝㻘㻡㻢㻞 㻢㻤㻡 㻢㻞㻞 㻠㻢㻝 㻞㻞㻠 㻤㻠㻠 㻠㻤㻜 㻤㻢㻞 㻤㻠㻠 㻞㻠㻡 㻟㻘㻜㻥㻢 㻞㻡㻝 㻝㻘㻜㻜㻞 㻟㻡㻤 㻣㻞㻢 㻝㻘㻟㻢㻥 㻝㻘㻠㻡㻞 㻝㻘㻠㻜㻤 㻥㻢㻤 㻟㻝㻘㻟㻠㻡

昼夜人ཱྀ比率䠄昼間：夜間=㻝：㻺䠅
※㻟 㻺 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻝㻚㻞㻥㻝 㻙

昼間人ཱྀ 䠄人䠅 㻞㻘㻡㻟㻥 㻝㻘㻝㻝㻜 㻠㻝㻞 㻝㻘㻡㻜㻜 㻢㻣 㻞㻝㻣 㻢㻡㻡 㻝㻝㻢 㻞㻡㻥 㻝㻘㻟㻢㻥 㻡㻣㻢 㻤㻢㻞 㻝㻘㻜㻣㻠 㻝㻘㻞㻝㻜 㻡㻟㻝 㻠㻤㻞 㻟㻡㻣 㻝㻣㻠 㻢㻡㻠 㻟㻣㻞 㻢㻢㻤 㻢㻡㻠 㻝㻥㻜 㻞㻘㻟㻥㻤 㻝㻥㻠 㻣㻣㻢 㻞㻣㻣 㻡㻢㻞 㻝㻘㻜㻢㻜 㻝㻘㻝㻞㻡 㻝㻘㻜㻥㻝 㻣㻡㻜 㻞㻠㻘㻞㻤㻜
夜間人ཱྀ 䠄人䠅 㻟㻘㻞㻣㻤 㻝㻘㻠㻟㻟 㻡㻟㻞 㻝㻘㻥㻟㻣 㻤㻣 㻞㻤㻜 㻤㻠㻡 㻝㻡㻜 㻟㻟㻠 㻝㻘㻣㻢㻤 㻣㻠㻟 㻝㻘㻝㻝㻟 㻝㻘㻟㻤㻢 㻝㻘㻡㻢㻞 㻢㻤㻡 㻢㻞㻞 㻠㻢㻝 㻞㻞㻠 㻤㻠㻠 㻠㻤㻜 㻤㻢㻞 㻤㻠㻠 㻞㻠㻡 㻟㻘㻜㻥㻢 㻞㻡㻝 㻝㻘㻜㻜㻞 㻟㻡㻤 㻣㻞㻢 㻝㻘㻟㻢㻥 㻝㻘㻠㻡㻞 㻝㻘㻠㻜㻤 㻥㻢㻤 㻟㻝㻘㻟㻠㻡
木造建物䠄ᖹ日㻝㻣時を想定䠅 䠄人䠅 㻝㻘㻟㻥㻤 㻜 㻞㻟㻤 㻠㻡㻝 㻟㻣 㻝㻞㻤 㻟㻢㻜 㻢㻣 㻜 㻡㻞㻢 㻜 㻡㻟㻡 㻡㻥㻝 㻢㻤㻝 㻞㻠㻡 㻞㻤㻜 㻜 㻤㻝 㻟㻢㻜 㻝㻥㻡 㻟㻤㻡 㻟㻠㻠 㻜 㻝㻘㻟㻡㻝 㻝㻞㻟 㻠㻜㻟 㻝㻡㻥 㻞㻤㻠 㻢㻟㻝 㻢㻞㻢 㻢㻠㻥 㻝㻥 㻝㻝㻘㻝㻠㻣
非木造建物䠄ᖹ日㻝㻣時を想定䠅 䠄人䠅 㻢㻜㻥 㻤㻣㻣 㻤㻤 㻣㻟㻠 㻝㻢 㻠㻠 㻝㻡㻣 㻞㻠 㻞㻜㻡 㻡㻡㻡 㻠㻡㻡 㻝㻠㻢 㻞㻡㻣 㻞㻣㻡 㻝㻣㻡 㻝㻜㻜 㻞㻤㻞 㻡㻢 㻝㻡㻣 㻥㻥 㻝㻠㻟 㻝㻣㻟 㻝㻡㻝 㻡㻠㻠 㻟㻜 㻞㻝㻜 㻢㻜 㻝㻢㻜 㻞㻜㻢 㻞㻢㻟 㻞㻝㻟 㻡㻣㻠 㻤㻘㻜㻟㻤
木造建物死者数 䠄人䠅 㻢 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻞 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻞 㻝 㻜 㻠 㻜 㻞 㻜 㻝 㻞 㻞 㻟 㻜 㻟㻟
非木造建物死者数 䠄人䠅 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
火災死者数 䠄人䠅 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
死者数ྜ計 䠄人䠅 㻢 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻞 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻞 㻝 㻜 㻠 㻜 㻞 㻜 㻝 㻞 㻞 㻟 㻜 㻟㻟
負傷者率 䠄％䠅 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 㻝㻠㻚㻝
負傷者数 䠄人䠅 㻟㻡㻤 㻝㻡㻣 㻡㻤 㻞㻝㻞 㻝㻜 㻟㻝 㻥㻞 㻝㻢 㻟㻢 㻝㻥㻟 㻤㻝 㻝㻞㻞 㻝㻡㻝 㻝㻣㻝 㻣㻡 㻢㻤 㻡㻜 㻞㻠 㻥㻞 㻡㻞 㻥㻠 㻥㻞 㻞㻣 㻟㻟㻤 㻞㻣 㻝㻜㻥 㻟㻥 㻣㻥 㻝㻡㻜 㻝㻡㻥 㻝㻡㻠 㻝㻜㻢 㻟㻘㻠㻞㻟
㔜傷者率 䠄％䠅 㻜㻚㻟 㻜㻚㻜 㻜㻚㻟 㻜㻚㻝 㻜㻚㻢 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻜 㻜㻚㻞 㻜㻚㻝 㻜㻚㻜 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 㻜㻚㻝 㻜㻚㻝 㻜㻚㻜 㻜㻚㻝 㻜㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻜 㻜㻚㻞 㻜㻚㻝 㻜㻚㻟 㻜㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 㻜㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻜 㻜㻚㻞
㔜傷者数 䠄人䠅 㻢 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻞 㻝 㻜 㻞 㻟 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻞 㻝 㻜 㻠 㻜 㻞 㻜 㻝 㻞 㻞 㻞 㻜 㻟㻠

䠄人䠅 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻟
避難比率 䠄％䠅 㻝㻡 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻡 㻝㻜 㻝㻡 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻡 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻡 㻝㻡 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻡 㻝㻜 㻝㻝
避難者数 䠄人䠅 㻟㻤㻝 㻝㻝㻝 㻠㻝 㻝㻡㻜 㻣 㻞㻞 㻢㻡 㻝㻞 㻟㻥 㻝㻟㻣 㻤㻢 㻤㻢 㻝㻜㻣 㻝㻞㻝 㻡㻟 㻠㻤 㻡㻠 㻝㻣 㻢㻡 㻟㻣 㻢㻣 㻢㻡 㻞㻤 㻟㻢㻜 㻝㻥 㻣㻤 㻞㻤 㻡㻢 㻝㻜㻢 㻝㻝㻞 㻝㻢㻠 㻣㻡 㻞㻘㻣㻥㻣
全損数 䠄棟䠅 㻡㻠㻢 㻜 㻝㻟㻜 㻣 㻠㻤 㻡㻢 㻝㻝㻝 㻞㻣 㻜 㻠 㻝㻢 㻞㻝 㻝㻤㻤 㻞㻡㻞 㻟㻜 㻞㻝 㻜 㻝㻟 㻣㻢 㻡㻥 㻞㻣㻠 㻥㻝 㻜 㻞㻣㻢 㻝㻜 㻝㻤㻥 㻟 㻝㻞㻠 㻞㻟㻢 㻞㻣㻜 㻡㻣 㻝 㻟㻘㻝㻟㻢
消失数 䠄棟䠅 㻞 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻞 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻞 㻜 㻜 㻝㻠
全損数 䠄棟䠅 㻟㻥 㻞 㻡 㻡 㻜 㻝 㻡 㻞 㻜 㻠 㻣 㻜 㻝㻝 㻝㻟 㻝㻜 㻝 㻝 㻟 㻢 㻤 㻝㻡 㻝㻝 㻜 㻝㻥 㻡 㻝㻝 㻞 㻝㻜 㻝㻝 㻝㻞 㻞㻠 㻢 㻞㻠㻥
消失数 䠄棟䠅 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

䠄棟䠅 㻡㻤㻣 㻞 㻝㻟㻢 㻝㻞 㻠㻤 㻡㻣 㻝㻝㻣 㻞㻥 㻜 㻤 㻞㻟 㻞㻝 㻞㻜㻜 㻞㻢㻢 㻠㻜 㻞㻞 㻝 㻝㻢 㻤㻞 㻢㻣 㻞㻥㻝 㻝㻜㻞 㻜 㻞㻥㻣 㻝㻡 㻞㻜㻝 㻡 㻝㻟㻠 㻞㻠㻤 㻞㻤㻠 㻤㻝 㻣 㻟㻘㻟㻥㻥
䠄百万෇䠅 㻝㻣㻘㻣㻠㻢 㻟㻠㻤 㻟㻘㻠㻥㻜 㻝㻘㻜㻝㻜 㻥㻢㻜 㻝㻘㻞㻥㻠 㻟㻘㻝㻝㻜 㻤㻤㻤 㻜 㻣㻣㻢 㻝㻘㻡㻟㻤 㻠㻞㻜 㻡㻘㻢㻥㻠 㻣㻘㻟㻞㻞 㻞㻘㻟㻠㻜 㻡㻥㻠 㻝㻣㻠 㻣㻤㻞 㻞㻘㻡㻢㻠 㻞㻘㻡㻣㻞 㻤㻘㻝㻟㻜 㻟㻘㻣㻟㻠 㻜 㻤㻘㻤㻢㻢 㻝㻘㻜㻣㻜 㻡㻘㻣㻝㻠 㻠㻜㻤 㻠㻘㻞㻞㻜 㻢㻘㻢㻡㻠 㻣㻘㻡㻞㻤 㻡㻘㻟㻝㻢 㻝㻘㻜㻢㻠 㻝㻜㻢㻘㻟㻞㻢
䠄千䝖ン䠅 㻞㻟 㻜 㻡 㻜 㻞 㻞 㻡 㻝 㻜 㻜 㻝 㻝 㻤 㻝㻜 㻝 㻝 㻜 㻝 㻟 㻞 㻝㻝 㻠 㻜 㻝㻝 㻜 㻤 㻜 㻡 㻝㻜 㻝㻝 㻞 㻜 㻝㻟㻜
䠄千䝖ン䠅 㻟㻣 㻞 㻡 㻡 㻜 㻝 㻡 㻞 㻜 㻠 㻣 㻜 㻝㻝 㻝㻞 㻝㻜 㻝 㻝 㻟 㻢 㻤 㻝㻠 㻝㻝 㻜 㻝㻤 㻡 㻝㻝 㻞 㻝㻜 㻝㻝 㻝㻝 㻞㻟 㻢 㻞㻟㻤
䠄千䝖ン䠅 㻢㻜 㻞 㻝㻜 㻡 㻞 㻟 㻥 㻟 㻜 㻠 㻣 㻝 㻝㻤 㻞㻟 㻝㻝 㻞 㻝 㻟 㻥 㻝㻜 㻞㻢 㻝㻠 㻜 㻟㻜 㻡 㻝㻤 㻞 㻝㻡 㻞㻜 㻞㻟 㻞㻡 㻢 㻟㻢㻤
䠄数䠅 㻜㻚㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻟 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜 㻜㻚㻝 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻝 㻜 㻞
䠄数䠅 㻜㻚㻞㻞㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻝㻠㻣 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻝㻤㻟 㻜㻚㻞㻝㻣 㻜 㻜㻚㻞㻤㻞 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻝㻢㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻝㻣㻡 㻜㻚㻞㻡 㻜㻚㻟㻥㻞 㻜 㻞㻚㻜㻟
䠄数䠅 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻚㻟㻡 㻜 㻜㻚㻞㻣 㻜 㻜㻚㻞㻣 㻜㻚㻜㻥 㻜 㻜 㻜 㻞
䠄数䠅 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻜㻝 㻜 㻜 㻜 㻜

JR鹿児島ᮏ線 䠄㼗㼙䠅 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻚㻜㻟 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻞㻣 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻚㻟㻜
JR筑豊ᮏ線 䠄㼗㼙䠅 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜㻚㻞㻤 㻜㻚㻥㻤 㻜 㻜 㻜 㻝㻚㻞㻢

䠄数䠅 㻤㻠 㻢 㻞㻞 㻡 㻟 㻝㻟 㻟㻜 㻡 㻜 㻥 㻝㻟 㻝㻡 㻠㻜 㻠㻥 㻡 㻞㻠 㻠 㻠 㻞 㻞㻣 㻝㻣 㻞㻡 㻟 㻤㻢 㻤 㻠㻞 㻢 㻞㻜 㻠㻜 㻟㻟 㻝㻢 㻣 㻢㻢㻠
䠄％䠅 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻟 㻥㻜 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻟 㻥㻞 㻥㻠 㻥㻟 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻟 㻥㻠 㻥㻟 㻥㻟 㻥㻠 㻥㻞 㻥㻞 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻟 㻥㻟 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻠 㻥㻟
䠄人䠅 㻟㻘㻜㻤㻜 㻝㻘㻟㻠㻣 㻠㻥㻡 㻝㻘㻣㻟㻢 㻤㻞 㻞㻢㻟 㻣㻤㻠 㻝㻟㻣 㻟㻝㻠 㻝㻘㻢㻟㻤 㻢㻥㻤 㻝㻘㻜㻠㻠 㻝㻘㻞㻤㻥 㻝㻘㻠㻢㻟 㻢㻟㻥 㻡㻤㻝 㻠㻟㻞 㻞㻜㻣 㻣㻣㻞 㻠㻡㻝 㻤㻝㻜 㻣㻥㻟 㻞㻟㻜 㻞㻘㻥㻜㻥 㻞㻟㻢 㻥㻠㻞 㻟㻟㻣 㻢㻣㻞 㻝㻘㻞㻣㻥 㻝㻘㻟㻢㻠 㻝㻘㻟㻞㻠 㻥㻝㻜 㻞㻥㻘㻞㻡㻤

※㻝䠅㻭：危険ᗘ㻭䚷㻮：危険ᗘ㻮䚷㻯：危険ᗘ㻯䚷㻰：危険ᗘ䛺し䚷㻱：液状໬䛿起こ䜙䛺い
※㻝䠅風㏿㻞㻛s䚸出火䛛䜙䛾経過時間を㻟㻜分として想定䠄消防部隊䛜出火点䛻到着䛩䜛時間䠅
※㻞䠅ᖹ成㻝㻞ᖺ国勢調査結果䛻䜘䜛

地震䛾揺䜜䛾
大䛝さ

地表最大㏿ᗘ䠄地区ᖹ均䠅
地表最大加㏿ᗘ䠄地区ᖹ均䠅
最大震ᗘ䠄地区最大䠅

消失棟数

消火ྍ能性䛾評価

建物被害

全損棟数

全壊棟数

全損率

全壊率

火災被害※㻞

想定 冬季㻝㻣時

建物䛜䜜䛝㔞
木造建物廃棄物㔞
非木造建物廃棄物㔞
計

建物被害額

木造建物

非木造建物

計

活断層 福智山断層系
㻞㻤

断層䛾諸元

マグニチュー䝗㻹
震源断層䛾位置
震源断層䛾長さ㻸 㻞㻡

断層໭部

活断層䛾長さ

人的被害

人ཱྀ統計

家屋ෆ滞留人ཱྀ

死者数

負傷者数

㔜傷者数

避難者数

㔜篤者数

㻣

計
䜎䛯䛿
ᖹ均

不通区間延長

被害箇所
被害箇所／㼗㼙
昭和㻠㻡ᖺ以前架設䜎䛯䛿不明
昭和㻠㻢ᖺ以降架設

建物被害額

建物棟数

地区

 液状໬危険ᗘ䠄地区最高䠅※㻝

被害箇所
供給支障率䠄行政区ᖹ均䠅
供給支障人ཱྀ

ୖ水道被害

道路被害

橋梁被害

鉄道被害

出火点数

延焼規模

表 2-2-7 地震被害想定表 

1
5
 

㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 



 

 16
㸦水巻⏫地域防災計⏬࣭防災アセス࣓ンࢺ調査ࡾࡼ抜粋㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 2-2-【 
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3. 耐震化ࡢ現状 

 㸦1㸧ఫ宅ࡢ耐震化ࡢ状況 

   水巻⏫ෆࡢఫ宅㸦木造戸建࡚ఫ宅及び共ྠఫ宅㸧࡟関ࡿࡍ耐震化率㸦昭和 57 ᖺ௨降ࡢ建

物ࡢ割合㸧ࠊࡣ௨ୗ࡛ࡾ࠾࡜ࡢあࠋࡿ共ྠఫ宅࡟比࡚࡭木造ఫ宅ࡢ耐震化ࡀ遅࡚ࢀいࡿこ࡜

昭和ࠊࡣい࡚ࡘ࡟うち⏫営ఫ宅ࡢ共ྠఫ宅ࠊたࡲࠋࡿ࠿わࡀ 56 ᖺ௨前ࡢఫ宅㸦建替え計⏬

 ࠋࡿい࡚ࡗ࠿わࡾࡼ࡟耐震診断ࡀ࡜こࡿあࡀ耐震性ࡶい࡚ࡘ࡟㸧ࡃ除ࡣఫ宅ࡿあࡢ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-3-1 水巻⏫࠾࡟けࡿఫ宅ࡢ構造࣭築ᖺู区ศ 

水巻⏫税務課資産税ྎ帳ࢹ㸫タ及び水巻⏫㈈産ྎ帳ࡾࡼ集計㸦ᖺ௦不明建物を除ࡃ㸧 

区ศ

昭和 5】 ᖺ 

௨降ࡢఫ宅 

㸦棟㸧 

昭和 5【 ᖺ 

௨前ࡢఫ宅 

㸦棟㸧 

ఫ宅数 

㸦棟㸧 
耐震化率 

木造

戸建࡚ఫ宅 
4,430 3,重30 8,3【0 53.0財 

】11 42【 1,13】 

㸦うち⏫営ఫ宅 】㸧 㸦うち⏫営ఫ宅 1【4㸧 㸦うち⏫営ఫ宅 1】1㸧 

ఫ宅計 5,141 4,35【 重,4重】 54.1財 

共ྠఫ宅等 【2.5財 
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水巻⏫税務課資産税ྎ帳ࢹ㸫タ及び水巻⏫㈈産ྎ帳ࡾࡼ集計 

㸦2㸧特定建築物ࡢ耐震化ࡢ状況 

  水巻⏫ෆ࡛ࠊ不特定多数ࡢ者ࡀ利用ࡿࡍ特定建築物㸦※1㸧ࡢ耐震化ࡢ現状ࡣ௨ୗࡾ࠾࡜ࡢ

࡛あࠋࡿ 

  公共建築物ࡣ昭和 56 ᖺ௨前㸦旧耐震基準㸧ࡾࡼ࡟建設さࢀたࡀࡢࡶ多ࠊࡃ逆࡟民間建築物

昭和ࡣ 57 ᖺ௨降㸦新耐震基準㸧ࡾࡼ࡟建設さࢀたࡀࡢࡶ多いこࡀ࡜わࠋࡿ࠿ 

 公共建築物࡛昭和 56 ᖺ௨前ࡢ耐震性ࡀ確保࡛ࡁた建築物ࡣ昭和 57 ᖺ௨降ࡢ建築物ࡋ࡜たࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 ࠙特定建築物ࠚࡣ࡜ 

 不特定多数ࡢ者ࡀ利用ࡿࡍ建築用途࡛ࠊそࡢ用途ศ類࡟応࡚ࡌ一定ࡢ規模㸦面積ࠊ階数㸧を᭷ࡋ࡜ࡿࡍ

࡚法࡟定ࢀࡽࡵた࡛ࡢࡶあࠋࡿ特定建築物ࡢ所᭷者ࠊࡣ所᭷ࡿࡍ建築物࡛耐震性ࡀ疑わࡋいࡘ࡟ࡢࡶい࡚

積極的࡟耐震診断を行いࠊ耐震性能ࡀ不足ุ࡜ࡿࡍ定さࢀた場合ࠊࡣ耐震改修を実施ࡿࡍດ力義務を㈇ࡗ

࡚いࠋࡿこࡼࡢう࡞特定建築物ࡢ要件ࡣ࡚ࡋ࡜௨ୗࡼࡢうࡀࡢࡶ࡞あࠋࡿ 

 

 

 

 

表 2-3-2 水巻⏫࠾࡟けࡿ特定建築物ࡢ築ᖺู区ศ 

区ศ
昭和5】ᖺ

௨降ࡢ建築物
㸦棟㸧

昭和5【ᖺ
௨前ࡢ建築物

㸦棟㸧

建築物数
㸦棟㸧

耐震化率

民間
特定建築物

2【 1 2】 重【.3財

公共
特定建築物

2重 0 2重 100.0財

建築物計 55 1 5【 重8.2財

㸦用途࣭規模ࡢ要件㸧 

 ○ᑠ中学校施設 Ѝ 㸰階௨ୖࡘ࠿ 1,000 ㎡௨ୖ  ○高等学校施設 Ѝ 㸱階௨ୖࡘ࠿ 1,000 ㎡௨ୖ 

 ○幼稚園保育園 Ѝ 㸰階௨ୖࡘ࠿ 500 ㎡௨ୖ   ○一般࡟使用さࡿࢀ体育館 Ѝ 1,000 ㎡௨ୖ 

 ○そࡢ௚店舗等 Ѝ 㸱階௨ୖࡘ࠿ 1,000 ㎡௨ୖ 
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4. 耐震改修促進࡟向けた課題 

 

㸦1㸧水巻⏫の耐震化の取り組み 

  ձ 耐震化の推進 

◇ᖹ成 18 ᖺ度࡟学校施設の耐震化優先度調査を実施 

◇ᖹ成 19 ᖺ度࡟旧耐震基準の全施設の耐震診断を実施 

◇ᖹ成 19 ᖺ度 7 ᭶水巻⏫耐震改修促進計⏬策定 

水巻⏫公共建築物の耐震事業࡟着手 

計⏬࡟基࡙き計⏬的࡟耐震対策を実施 

     ◇ᖹ成 26 ᖺ度࡟非構造部材耐震化事業࡟着手 

ղ 建築物所᭷者の意識啓発 

◇水巻⏫ＨＰや広報ㄅの活用 

◇住宅ࣜࣇォ࣮࣒相談窓ཱྀの設置 

 防災情報提供࡞の᭷益࡝࡞࣮ࢼや各種セ࣑ࢺッࣞࣇ࣮ࣜ◇

   ճ 相談体制等の充実 

    ◇耐震診断アࢻバイザ－制度の紹介 

    ◇住宅ࣜࣇォ࣮࣒相談時の昭和 56 ᖺ௨前の建築物の耐震化への誘導 

   մ 建築物所᭷者の負担軽減 

    ◇ᖹ成 26 ᖺ度より戸建࡚住宅の所᭷者への耐震補強工事の補助を開始 

    ◇ᖹ成 29 ᖺ度より住宅新築のためのྂ家解体支援の補助を開始 

    ◇ᖹ成 30 ᖺ度より危険ࣟࣈック塀࡝࡞の撤去費用の補助を開始 

    ◇௧和 2 ᖺ度より老朽危険家屋࡝࡞の解体費用の補助を開始 

◇水巻⏫ＨＰや広報ㄅ࡚࡟補助制度の情報発信 

   յ 耐震改修促進法の適ṇ࡞運用 

    ◇水巻⏫耐震改修促進計⏬の策定㸦H19.7㸧 

    ◇計⏬࡟基࡙く耐震対策の実施 

    ◇計⏬の進行確ㄆ࡜見直し 

   ն 建築物全般の安全対策 

    ◇建築物耐震改修セ࣑࣮ࢼへの参加、情報収集 

 の配布ࢺッࣞࣇック塀倒壊防Ṇ等建築全般の安全性の向ୖのための࣮ࣜࣟࣈ◇    

    ◇窓ガࣛス等の破損࣭落ୗ防Ṇ対策࣭天井等の非構造部材の落ୗ防Ṇ対策の指導 
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㸦2㸧水巻⏫ࡢ耐震化ࡢ課㢟 

  ձ 特定建築物ࡢ耐震化 

○公共ࡢ特定建築物ࡣ避㞴所を含ࡵ耐震化ࡣ完了ࡋたࠊࡀ民間ࡢ特定建築物࡛耐震化

 ࠋࡍ耐震化を促ࠊࡵたࡿあࡀい建築物࡞い࡚ࡋ完了ࡀ

○特定天井ࡢ落ୗ防Ṇ対策ࡣ完了ࡋたࠊࡀ照明器具等ࡢ落ୗ防Ṇ対策をＬ㹃㹂改修工

事࡟合せ࡚行うࠋ 

   ղ 意識啓発࣭知識ࡢ普及 

    ○耐震化ࡾࡼ࡟地震発生ࣜスクを回避ࡿࡍこࡀ࡜建築物所᭷者自ࡢࡽ問㢟࡛あࡿこ࡜

情報提供を行う࡞向けた適ษ࡟高揚ࡢ防災意識ࠊたࡲࠋࡿあࡀ必要ࡿ意識啓発をᅗࡢ

必要ࡀあࠋࡿ 

    ○建築物所᭷者自ࡀࡽ耐震化࡟向けた行動を起こࡍ第一歩ࠊ࡚ࡋ࡜気軽࡟相談࡛ࠊࡁṇ

情࡞᭷益ࡃࡋṇࠊࡾ充実をᅗࡢ相談体制ࠊࡽ࠿࡜こࡿ㔜要࡛あࡀ࡜こࡿい情報を得ࡋ

報を提供࡛ࡿࡁ௙組ࡳを構築ࡿࡍこࡀ࡜必要࡛あࠋࡿ 

   ճ 耐震化࡟向けた環境整備 

    ○水巻⏫木造戸建࡚ఫ宅耐震改修補ຓ制度を活用ࡋた木造戸建࡚ఫ宅ࡢ耐震化を促進

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿ環境整備をᅗࡢ࡝࡞情報提供ࡢࡵたࡿࡍ

   մ 建築物全般ࡢ安全対策 

    ○福岡県西方沖地震࠾࡟い࡚ࣟࣈࠊࡣック塀倒壊や࢚࣮ࣞ࣋タ࣮閉ࡌ込ࠊࡵ窓ガࣛス破

損࣭落ୗࡿࡼ࡟被害ࡀ発生࡚ࡋいࡿたࠊࡵ構造体ࡢ耐震化࡜併せࠊ天井落ୗ対策࡝࡞

非構造部材を含ࡴ建築物全般ࡢ安全対策ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

    ○家具等ࡢ転倒防Ṇや天井材落ୗ防Ṇࠊ࡝࡞屋ෆ空間࠾࡟けࡿ安全性確保࡟対ࡿࡍ知識

 ࠋࡿ必要࡛あࡀ普及ࡢ

   յ 相談体制等ࡢ整備 

○福岡県や㸦㈈㸧福岡県建築ఫ宅センタ㸫ࡢ࡜連携をᅗࠊࡾ㏿や࡟࠿相談࡟対応࡛ࡁ

 ࠋࡿࡍ体制を整備ࡿ
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Ѝ Ѝ 

第 3 章㸬耐震改修促進計⏬ 

 

 1. 耐震化ࡢ目標 

  1-1. 目標設定ࡢ考え方 

   㸦1㸧水巻⏫ࡢ目標設定ࡢ基本的࡞考え方 

     ձ 国ࠊࡣ国土強靭化アクࢩョンࣛࣉン 2015 ࡛耐震化率ࡢ目標をఫ宅ࠊ特定建築物

共࡟ 95％㸦Ｒ2㸧࡜示࡚ࡋいࠋࡿ 

     ղ 本⏫࠾࡟い࡚ࠊࡣ耐震化ࡢ現状や自然更新࣮࣌ࡢスࠊ施策ࡿࡼ࡟効果及び国࣭県

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ区ศ࡟特定建築物࡜目標をఫ宅ࡢ耐震化率ࠊࡋ目標を考慮ࡢ

   㸦2㸧目標設定ࡢ手㡰 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

࠙水巻⏫ࡢ目標設定ࡢ手㡰ࠚ 

ᖹ成 29 ᖺ資産税ྎ帳調査 

国ࡢ基本方針 

Ў 

࠙ᖹ成 29 ᖺࠚ 

ఫ宅数࣭耐震化率ࡢ推計 

ఫ宅ࡢ耐震化目標ࡢ設定 

࠙ఫ宅ࡢ目標設定ࡢ手㡰ࠚ 

Ў 

Ў 
← 滅失࣭新築࣭耐震改修ࡿࡼ࡟ 

自然更新ఫ宅数ࡢ推計 

࠙目標ᖺ次㸦௧和 7 ᖺࠚ㸧  

耐震化率ࡢ推計 

Ў 

Ў 

滅失࣭新築࣭耐震改修ࡿࡼ࡟ 

自然更新ఫ宅数ࡢ推計 

施策ࡿࡼ࡟効果 ← 

࠙特定建築物ࡢ目標設定ࡢ手㡰  ࠚ

ᖹ成 29 ᖺ資産税ྎ帳調査 

Ў 

࠙ᖹ成 29 ᖺࠚ 

特定建築物数࣭ 耐震化率ࡢ推計 

Ў 

Ў 
← 

࠙目標ᖺ次㸦௧和 7 ᖺࠚ㸧  

耐震化率ࡢ推計 

Ў 

Ў 
国ࡢ基本方針 ← 施策ࡿࡼ࡟効果 

特定建築物ࡢ耐震化目標ࡢ設定 

耐
震
化
率 

100

0％ 

現在 ᖺ次 ௧和 7 ᖺᗘ

目標 

耐震໬率 

自然更新 

耐震໬率 

施策ࡿࡼ࡟ 

効果 

 



 

 22

1-2. 耐震໬目標ࡢ設定 

    ◆ 目標設定 

    水巻⏫ෆࡢ特定建築物࠾࡟い࡚ࠊ民間ࡢ特定建築物ࡣ新耐震基準࡛建設ࡓࢀࡉ建物ࡀ多 

 くࠊ現状࡛ࡰ࡯ 96％近い耐震໬率࡛あࠊࡓࡲࠋࡿ公共ࡢ特定建築物ࠊࡣᖹ成 19 ᖺᗘࡾࡼ

耐震事業ࡾྲྀ࡟組ࡔࢇ結果ࠊ学校施設ࡢ耐震໬率ࡣ 木造戸建࡚ࠊࡣ௒後ࠋࡓࡗ࡞࡜100％

住宅ࡢ耐震໬ࢆ推進ࠊ࠙ࡋ ௧和 7 ᖺᗘ࡛ࡲ ࢆ耐震໬率ࡓࡏ合わ࡜民間建築物࡟ࠚ ࡍ࡜95％

௧和ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿࡍ࡜目標ࢆ࡜ࡇࡿ 12 ᖺᗘᮎ࡟࡛ࡲ耐震性ࡀ不十ศ࡞特定建築物及び住

宅ࡡࡴ࠾࠾ࢆ解消ࢆ࡜ࡇࡿࡍ目指ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

༊ศ
全戸数

㸦棟数㸧

昭和』】ᖺ
௨降建築
㸦棟㸧

昭和』【ᖺ
௨前建築
㸦棟㸧

現状ࡢ
耐震໬率

耐震໬率䛾
目標

住ࠉ宅 9,『9】 』,》『》 『,」』【 』『.》財 㻥㻡%

特定建築物 』【 』』 》 98.「財 㻝㻜㻜%

●目標㐩成ࠊࡵࡓࡢ特定建築物ࡢ耐震改修ࢆ 1 棟ࠊ住宅ࡢ耐震改修ࢆ 2,343 棟実施

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿࡍ

 

■特定建築物 耐震໬率＝100％ 住宅 耐震໬率＝95％ ࠝ௧和 7 ᖺᗘᮎࠞ 
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࠙水巻⏫ࡢ施策ࡢ体系㸦骨子ࠚ㸧 

࠙建築物ࡢ用途  ࠚ ࠙現状ࠚ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 計⏬ࡢ骨子 

 㸦1㸧耐震໬ࡢ基ᮏ方針 

   住宅࣭建築物ࡢ耐震໬ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ所有者等ࡀ自ࡢࡽ問題ࠊ地域ࡢ問題࡜いう意識ࢆ持ࡗ

耐震診断࣭耐震改修࡚ࡋᏳ心ࡀ所有者等ࠊࡣ⏫ᮏࠊࡵࡓࡢそࠋࡿ必要࡛あࡀ࡜ࡇࡴ組ࡾྲྀ࡚

等ࡾྲྀ࡟組ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴう࡞環境整備や支援施策ࢆ講ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡌ 

   ௨ୗࠊ࡟目標㐩成࡟向けࡓ耐震໬ࡢ基ᮏ方針ࢆ示ࠋࡍ 

 

 

 

 

 㸦2㸧施策ࡢ体系    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ࠗ地震࡟強いᏳ全࣭Ᏻ心࡞水巻࡙ࡕࡲࡢくࡢ࠘ࡾ実現 

耐震໬ࡢ課題 

 耐震໬ࡢ建築物࡞防災ୖ重要ی

 普及ࡢ意識啓発࣭知識ی

 環境整備ࡓ向け࡟耐震໬ی

 Ᏻ全対策ࡢ建築物全般ی

耐震໬ࡢ目標 

目

標 

住宅 

特定建築物 

54.1％ 

96.4％ 

95％ 

100％ 

耐震改修ಁ進計⏬ 

目標㐩成ࡢ基ᮏ方針 

ࡵດ࡟耐震໬ࡀࡽ所有者自ࡢ建築物ی

 基ᮏࡀ࡜ࡇࡿ

耐震໬ಁ進ࡋ連携࡜福岡県ࠊࡣ⏫水巻ی

 実施ࢆ環境整備や支援施策ࡢࡵࡓࡢ

公共建築物ࡢ耐震໬ 

住宅ࡢ耐震໬ 

民間特定建築物ࡢ耐震໬ 

耐震改修ಁ進࡟向けࡓ効果的࡞普及啓発 

耐震改修ಁ進࡟資ࡿࡍそࡢ他ࡢ施策 

計⏬ࡢ実現࡟向け࡚ 

 役割ศ担ࡢ関ಀ主体ی

 進行管理ࡢ⏬計ی

 ࠋࡿࡍ࡜基ᮏࢆ࡜ࡇࡿࡵດ࡟耐震໬ࡀࡽ所有者自ࡢ住宅࣭建築物ی

 行うࢆ指ᑟ࡞適ษ࡜環境整備ࡢࡵࡓࡢ耐震໬ಁ進ࡣ⏫ی

地地震震࡟࡟強強いいᏳᏳ全全࣭࣭ᏳᏳ心心࡞࡞水水巻巻⏫⏫࡙࡙ࡕࡕࡲࡲࡢࡢくくࠓࠓࡾࡾ建建築築物物ࡢࡢ耐耐震震໬໬ࡢࡢ推推進進ࠔࠔ  
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3. 施策ࡢ概要 

  3-1. 公共建築物ࡢ耐震໬ 

 ࠚ方針ࡳ組ࡾྲྀ࠙    

 推進ࡢ耐震໬࡞効果的ࡓࡋ考慮ࢆ優先性ࡢ耐震໬ࡢ公共建築物ی     

 推進ࡢ耐震໬࡞計⏬的ࡢ有建築物⏫ی     

 ࠚ施策࡞具体的࠙             ࠚ概要ࡢࡳ組ࡾྲྀ࠙    

 

 

 

 

 

 

 

    ࠙具体的࡞施策ࠚ 

  1㸧重点的ࡘ࠿計⏬的࡞耐震໬ࡢ推進 

  㸦1㸧公共建築物ࡢ耐震໬ࡢ考え方 

ࡀ࡜ࡇࡿ࡞࡜甚大ࡀ被害ࡿࡼ࡟倒壊ࠊࡣ多い公共建築物ࡀࢫケ࣮ࡿࡍ利用ࡀ者ࡢ多数ۍ    

懸念ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࢀࡉ災害時ࡢ対策࠾࡟い࡚重要࡞役割ࢆ果ࡍࡓ必要ࡀあࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ

重点的࡟耐震໬ࢆ図ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿ 

 

  㸦2㸧公共建築物ࡢ避難所ࡢ耐震໬ಁࡢ進 

者ࡢ機能や災害弱者や不特定多数ࡢ࡚ࡋ࡜防災拠点ࡢ災害時ࠊࡣい࡚ࡘ࡟公共建築物ۍ    

含ࢆ落ୗ対策ࡢ非構造部ᮦࡢ建築物ࡿい࡚ࢀࡉ指定࡟避難所࡟特ࠊࡵࡓࡿあࡀ利用ࡢ

 ࠋࡿࡍ推進ࢆ耐震໬ࡓࡵ

 

  㸦3㸧防災拠点建築物ࡢ指定ࡿࡼ࡟計⏬的࡞耐震໬ࡢ推進 

指࡟防災拠点建築物ࡀ水巻⏫障害者福祉センタ࣮ࠊ࡚࡟ࠖ⏬福岡県耐震改修ಁ進計ࠕۍ    

定ࠊࡵࡓࡓࢀࡉ計⏬的࡟耐震໬ࢆ推進ࠋࡓࡋ 

 

  㸦4㸧補ຓ制ᗘ等ࡢ活用ࡿࡼ࡟計⏬的࡞耐震໬ࡢ推進 

救ຓ࡟場合ࡓࡋ発生ࡀ大地震ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿᏲࡽ࠿災害ࢆ住民ࠊࡣい࡚ࡘ࡟公共建築物ۍ    

等ࡢ拠点機能ࢆ果ࡍࡓ必要ࡀあࠊࡾ十ศ࡞Ᏻ全性確保ࡀ求ࠕࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿࢀࡽࡵ住宅࣭

建築物耐震改修事業 やࠖࠕ公共施設等耐震໬事業 等ࠖࡢ補ຓ制ᗘ等ࢆ活用ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ

計⏬的࡟耐震໬ࢆ進࡚ࡵいくࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 

 

 

 

公共建築物ࡢ耐震໬ 1㸧重点的ࡘ࠿計⏬的࡞耐震໬ࡢ推進 

  公共建築物ࠊࡣ災害時ࡢ活動拠点࡚ࡋ࡜有効࡟機能ࡀ࡜ࡇࡿࡍ重要࡛あࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ行政࣮ࢧビࢆࢫ⥅⥆

的࡟提供ࡀ࡜ࡇࡿࡍ必要࡞施設࡛あࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿ水巻⏫࡛ࠊࡣ公共建築物ࡀ被害ཷࢆけࡓ場合ࡢ社会的影

響及び建築物ࡀ立地ࡿࡍ地域的条件ࢆ考慮ࠊࡋ⏫民ࡢ生命ࡢ保護ࢆ最優先࡟考えࡓ公共建築物ࡢ計⏬的࡞耐

震໬ࢆ推進ࠋࡿࡍ 
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 3-2. 非構造部ᮦࡢ耐震化 

   東日本大震災ࡾࡼ࡟多くࡢ大規模空間ࡢ天井落下ࡢ被害ࡀあࡗたࠋ特࡟体育館ࡢ天井ࡢ落

下ࡢ被害ࡀ多くࠊ非構造部ᮦࡢ耐震化ࡢ推進ࡀ緊急ࡢ課題ࡗ࡞࡜たࠋ 

   水巻⏫ࡶ࡟特定天井を有ࡿࡍ体育館や公民館ࡀあࡗたたࠊࡵ早急࡟改修工事を実施ࡋたࠋ 

  体育館ࡢ天井ࠊࡣ原則撤去ࠊࡋ公民館ࡢ大࣮࣍ࣝࡘ࡟い࡚ࠊࡣ音響ࡢ問題ࡀあࡿたࡵ落下防

止対策をࡿ࡜計⏬ࠊࡋ࡜工事ࡀ完了ࡋたࠋ 

   特定天井㸦※注-1㸧を有ࡿࡍ体育館ࠊࡣ猪熊ᑠ学校体育館࣭水巻中学校体育館࣭水巻南中

学校体育館࡛あࠋࡿ公民館ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ中央公民館ࡢ大࣮࣍ࣝࡀ対象ࠋࡿ࡞࡜いࡢࢀࡎ施設

 ࠋたࡋ実施࡟早急ࠊࡵたࡿい࡚ࢀࡉ指定࡟避難所ࡢ緊急時ࠊࡶ

   ᑠ中学校体育館非構造部ᮦ耐震化ࡘ࡟い࡚ࠊࡣᖹ成 26 ᖺ度࡟実施設計を行いࠊᖹ成 27 ᖺ

度࡟工事を実施ࡋ完了ࡋたࠋ 

   中央公民館ࡢ大࣮࣍ࣝࡘ࡟い࡚ࠊࡣᖹ成 26 ᖺ度࡟現況調査ࠊᖹ成 27 ᖺ度࡟実施設計を行

いࠊᖹ成 28 ᖺ度࡟落下防止工事を実施ࡋ完了ࡋたࠋ 

   ௒後ࠊࡣ窓ガࣛࡢࢫ飛散防止対策や外壁ࡢ落下対策等ࡢ非構造部ᮦࡢ耐震対策をࠊ老朽化

対策改修工事࡟併࡚ࡏ実施ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

 

  ※注-1 特定天井࣭࣭࣭吊天井࡛人ࡀ日常立ち入ࡿ場所࡟設け࡚ࢀࡽい࡚高ࡀࡉ 6 ࣝࢺ࣮࣓

を超えࡿ天井ࡢ部ศ࡛､そࡢ水ᖹ投影面積ࡀ 200 ㎡を超えࡢࡶࡿを含

み､天井面構成部ᮦࡢ質量2 ࡀkg/㎡を超えࡢࡶࡿ｡ 
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 3-3. 民間特定建築物ࡢ耐震化 

   第 2 章－3－㸦2㸧㸦P18㸧࡛示ࡋたࠊࡾ࠾࡜水巻⏫࠾࡟い࡚民間特定建築物ࡢ耐震化率ࡣ現

在 民間࡟水巻⏫ෆࠊ伴い࡟少子高齢化ࡢ近ᖺࠊࡣࢀࡇࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜高い耐震化率࡜96.3％

医療施設࣭民間社会福祉施設ࡀ相次い࡛建設ࢀࡉたࠋࡿࡼ࡟࡜ࡇ昭和 56 ᖺ以前ࡢ民間特定

建築物ࠊࡣわ࠿ࡎ 1 施設࡛あࠋࡿ 

   市⏫ᮧࠊࡣ࡟建物所有者へࡢ指ᑟ等ࡢ権限࡞ࡀいたࠊࡵ以下࡟福岡県ࡢ民間特定建築物ࡢ

施策を示ࠊࡋ県࡜連携ࡋ積極的࡟協力をࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ耐震化を図ࠋࡿ 

 

  ࠙福岡県ࡢ民間特定建築物耐震化ࡢ施策ࠚ 

  1. 民間特定建築物ࡢ耐震化ಁࡢ進 

   ࣭耐震改修ಁ進法等࡟基࡙ࡁ所管行政庁ࡿࡼ࡟指ᑟ等を行いࠊ耐震化をಁ進ࠋࡿࡍ 

  2. 特殊建築物定期報告制度ࡢ活用 

   ࣭所有者等ࡾࡼ 3 ᖺ࡟࡜ࡈ報告ࡿࢀࡉ特殊建築物定期報告制度を活用ࠊࡋ耐震化をಁ進ࡍ

 ࠋࡿ

  3. 防災拠点建築物等ࡢ耐震化ಁࡢ進 

   ࣭広域的࡞観点ࡽ࠿防災拠点建築物や緊急輸送道路沿道ࡢ指定建築物࡟対࡚ࡋ法ࡿࡼ࡟

指ᑟ等を行いࠊ耐震化をಁ進ࠋࡿࡍ 

 

3-4. 住宅ࡢ耐震化 

  㸦1㸧福岡県ࡢ耐震診断等へࡢ支援ࡢ紹௓ 

     ◇福岡県࡛ࠊࡣ昭和 56 ᖺ以前࡟建築ࢀࡉた木造戸建住宅を対象ࠊ࡟耐震診断アࢻバ

イザ－を派遣ࠊࡋ耐震改修ࡢ支援を行࡚ࡗいࡢࡇࠋࡿ制度を水巻⏫ࢪ－࣒࣮࣌࣍ࡢ

や広報誌等を活用ࡋ紹௓ࠋࡿࡍ 

 

࠙福岡県耐震診断アࢻバイザ－派遣制度ࠚ 

○ 対象：福岡県ෆ࡛原則昭和 56 ᖺ以前࡟建築ࢀࡉた木造戸建࡚住宅 

○ 窓口：㸦㈈㸧福岡県建築住宅センタ－࡛受付 

○ 派遣：必要࡟応࡚ࡌ耐震診断アࢻバイザ－を派遣ࠊࡋ現地調査実施 

○ 費用：1 件あたࡾ 3,000 ෇ࡢ個人㈇担 

 

  㸦2㸧木造戸建࡚住宅ࡢ耐震補強工事へࡢ補助制度ࡢ創設 

     ◇水巻⏫ࡢ住宅ࡢ木造戸建࡚住宅ࡢ耐震補強工事ࡘ࡟い࡚ࠊ耐震診断ࡢ結果ࠊ補強ࡀ

必要࡞戸建࡚住宅ࡘ࡟い࡚補強工事費ࡢ補助を行࡚ࡗいࣜࠋࡿフォ－࣒時࡟補強工

事を行うࡀ࡜ࡇ効率的࡛あࡿたࠊࡵ相談時ࡣ࡟耐震改修ࡶ併࡚ࡏ行うࡼう要請ࠋࡿࡍ 

 

  㸦3㸧福岡県や関ಀ機関ࡢ࡜相談ネッࢺワ－クࡢ充実࣭強化 

     ◇耐震改修を行࠾うࡿࡍ࡜方ࠊࡀ適ษ࡞情報を得ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ充実ࡋた相談体制を

図ࠋࡿ具体的ࠊࡣ࡟相談窓口ࡢ設置࣭福岡県建築指ᑟ課や㸦㈈㸧福岡県建築住宅セ

ンタ－ࡢ࡜連携を図ࡿ等ࠊࡾࡼ࡟迅㏿࡟適ษ࡞情報を提供ࠋࡿࡍ 



 

 27

3-5. 耐震改修ಁ進࡟向けࡓ効果的࡞普及啓発 

 㸦1㸧防災意識࣒ࢺ࣎ࡢアッࣉ 

防ࡢ民⏫ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ実施ࢆ出前講ᗙ等㸧ࠊ活動㸦講習会࡞多様ࡢ࡝࡞防災教育ۍ     

災意識ࡢ高揚ࢆ図ࠋࡿ 

 

 㸦2㸧耐震改修ಁ進࡟関ࡿࡍ情報ࡢ提供 

 ࠋࡿࡵດ࡟情報提供࡞ṇ確࡛有益ࠊࡾࡼ࡟࡝࡞広報ㄅ࣭ࢪ－࣒࣌－࣍⏫水巻ۍ     

連携強໬ࡢ࡜各関ಀ機関ࠊ－福岡県建築指ᑟ課や㸦㈈㸧福岡県建築住宅センタۍ

 ࠋࡿ図ࢆ充実ࡢ情報提供ࠊࡾࡼ࡟

 

   㸦3㸧研修等へࡢ参加ࡿࡼ࡟耐震改修࡟資ࡿࡍ人ᮦ育成 

参加࡟積極的࡟研修会等ࡿࡍ関࡟耐震改修ࡢ－㸦㈈㸧福岡県建設技術情報センタۍ      

 ࠋࡿ図ࢆ育成ࡢ技術者ࡿ携わ࡟耐震改修事業ࠊࡋ

 

3-6. 耐震改修ಁ進࡟資ࡿࡍそࡢ他ࡢ施策 

   㸦1㸧建築物ࡢ総合的࡞Ᏻ全対策 

撤ࠊࡽ࠿観点ࡿᏲࢆᏳ全ࡢ民⏫ࡢ࡝࡞通行人ࠊࡣロック塀ࣈ࡞危険ࡢ㐨路沿いۍ

去࣭改修ಁࡀ進ࡼࡿࢀࡉうࠊ除去等࡟ಀࡿ補ຓ事業ࢆᖹ成 30 ᖺᗘࡾࡼ実施ࡋ

࡚いࠊ࠾࡞ࠋࡿ補ຓࡢ対象ࡿ࡞࡜㐨路ࡘ࡟いู࡚ࠊࡣ紙࡟示ࠋࡍ 

 

   㸦2㸧総合的࡞地震防災対策 

 向࡟防Ṇࡢ崩壊や延焼等ࡢ敷地ࡢ建築物ࠊࡽࡀ࡞ࡾ図ࢆ連携ࡢ࡜防災担当部局等ۍ      

       けࡓ総合的࡞地震防災対策ࢆ講ࠋࡿࡌ 

図ࢆ連携ࡢ࡜近隣市⏫ᮧࡢ࡝࡞福岡県や໭九州市ࠊࡣ及ぶ場合࡟広域ࡀ地震被害ۍ

 ࠋࡿ

ࡽ࠿常日頃ࠊ࡝࡞応援要請ࡢ連絡協議会へࡣ場合࡞必要ࡀ応急危険ᗘุ定ࠊࡓࡲ

相互協力体制ࢆ確立࠾࡚ࡋくࠋ 
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3-7. 関ಀ主体ࡢ役割ศ担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-8. 計⏬ࡢ進行管理 

 

いࡘ࡟民間特定建築物や住宅ࠋࡿ重要࡛あࡀ進行管理ࡢ⏬計ࠊࡣ向け࡚࡟目標㐩成ࡢ耐震໬ ۍ

ࡿい࡚ࡋ㐩成ࢆ耐震໬率ࡢ目標ࠊࡋࢆ把握ࡢ現状ࡾࡼ࡟調査࡞定期的ࡢ固定資産税台帳ࡣ࡚

 ࠋࡿࡍ確ㄆ࠿

耐震性ࠊࡋ調査ࢆ実施状況ࡢ補ຓ制ᗘࡢ耐震補強工事へࡢ木造戸建࡚住宅ࠊࡣい࡚ࡘ࡟住宅 ۍ

 ࠋࡿࡵດ࡟把握ࡢ棟数ࡿあࡢ

 ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇ行うࢆࡋ見直ࡢ⏬適宜計ࠊ࡚ࡏ合わ࡟進行管理ࠊࡓࡲ ۍ

   国 

○基ᮏ方針ࡢ設定 

○総括的࡞支援 

○情報提供 

  福岡県 

○耐震改修ಁ進計⏬ࡢ策定 ○市⏫ᮧ㺃県民ࡾྲྀࡢ組ࡳへࡢ支援 

○情報提供㺃普及㺃啓発 ○相談窓口 ○人ᮦ育成 

○耐震改修ಁ進計⏬ࡢㄆ定 

○法࡟基࡙く指ᑟ㺃ຓ言㺃指示等 

  水巻⏫ 

○耐震改修ಁ進計⏬ࡢ策定 

○住民ࡾྲྀࡢ組ࡳへࡢ支援 

○情報提供㺃普及㺃啓発  

○相談窓口  

関ಀ団体㸦建築士会ࠊ建築士事務所 

協会ࠊUR 等㸧 

○所有者へࡢຓ言 

○情報提供㺃普及㺃啓発  

○講習会ࡢ開催 ○仮住居ࡢ提供 

   住民 

㸦建築物所有者㸧 
地震防災対策ࡀ自ࡢࡽ

問題ࠊ地域ࡢ問題࡜いࡗ

主体的ࠊ࡚ࡗࡶࢆ意識ࡓ

Ᏻ全性ࡿࡍ対࡟地震࡟

そࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ確保ࢆ

ດ࡟うࡼࡿ図ࢆ向ୖࡢ

 ࠋࡿࡵ

 

○耐震診断㺃改修ࡢ実施 



水巻町耐震改修促進計画ʤ別紙ʥ 

 
 
耐震改修促進計画Ͷ定めるブロック塀等安全確保Ͷ関する補助事業͹対象と͵る道路ͺɼ 
 
ʰ通学路ɼ避難経路͹ほ͖町⻑͗災害時͹安全や通⾏を確保する必要͗あると認める⼀般 
 
交通͹用Ͷ供する道ʱとするɽ 


